
SOMPO グループを横断する
統合情報基盤を AWS 上に構築
高度分析から BI まで幅広いデータ活用へ

SOMPO ホールディングス株式会社

グループの総力を挙げて
安心・安全・健康を提供

SOMPO ホールディングスは、国内損害保
険、国内生命保険、海外保険および介護・ヘ
ルスケアという 4 つの事業を展開していま
す。中核企業の損害保険ジャパンの起源は、
1887 年に設立された東京火災保険会社ま
で遡り、長い歴史を持つ日本を代表する保
険事業者の一角を担っています。現在の同
社は、お客さまの人生に寄り添ってライフ
サイクル全般をカバーする「安心・安全・健
康のテーマパーク」──事故や病気を防ぎ、
かつ万が一にも備えられるトータルサービ
スを提供することを目指しています。
そうした総合的なサポートを提供するため
には、SOMPO グループ各社や各部門の協
力体制が欠かせません。例えば、自動車保険
と医療保険の情報が連携されていれば、交
通事故に遭われたお客さまに対してご負担
をかけることなく適切なご案内をしてス
ムーズに保険金を支払うことができます。
「SOMPO グループの各事業会社が提供して
いる保険や介護サービスそのものに対する
ニーズが大きく変化していくことはありま
せん。しかし、私たちを取り巻くリスクは刻
一刻と変化しています。そうした中でお客さ
まのニーズは動的かつ多様化しており、当社
グループの総合力を結集してお客さまの期
待を上回る商品やサービスを提供していき
たいと考えています」と、SOMPO ホール
ディングス デジタル戦略部 データ統括室
で課長を務める長谷川智一氏は述べます。
しかし、これまで各サービスとその情報は

グループ各社内に閉じており、各社をまた
いだ顧客情報の把握や分析は困難な状態に
ありました。そこで、SOMPO ホールディン
グスでは、グループ横断で利用できるデー
タ活用基盤を構築し、商品・サービスの付加
価値向上や新規事業の創出を加速したいと
考えました。

AWS の成熟したセキュリティと
APN パートナーの強力な支援を評価

グループを横断するデータ活用基盤の構築
に関して、課題となったのがインフラ選び
です。SOMPO グループが今後も成長を続
けていくためには、増大していくデータを安
全かつ最適なコストで管理し、滞りなく利
用できることが求められます。本件の企画・
構想立案当初から支援している SOMPO シ
ステムズでアーキテクト部 シニアアーキテ
クトを務める野口勝司氏は、推進してきた
クラウド戦略に則るべきだと判断しました。
「保険や健康状態に関する情報には極めて
センシティブなものが含まれるため、私た
ちは厳格なデータ保管ルールを設けていま
す。検討当時、それらを満たすアーキテク
チャと機能を有しているクラウドサービス
は、AWS だけでした。他社のサービスでも
複数の技術や製品を組み合わせれば実現可
能なものはありました。しかし、AWS はセ
キュリティ面の成熟度が圧倒的に高く、無
理なく要求を達成できました。また、早くか
ら日本でのサービスに注力しており、他の
サービスに比べて一日の長があったことも
ポイントでした」（野口氏）

SOMPO ホールディングスは、AWS アドバ
ンスドコンサルティングパートナーのウル
システムズ株式会社の支援を受けて綿密な 
PoC を実施しました。社内のリスク管理担
当者とも協議を繰り返しながら、さまざま
なテストを繰り返して機能や性能、安定性
を確認していきました。ウルシステムズと 
AWS が具体的で実践的なサポートをプロ
アクティブに提供してくれたことが、この
新しいチャレンジを実行するにあたって大
きな助けになったと野口氏は話します。

データサイエンティストには高度分析基盤
ビジネス現場には BI ツールを提供

AWS を選んだ効果の 1 つとして、SOMPO 
グループは、変化に応じた段階的な構築が
可能であったことを挙げます。当初、統合さ
れたデータ管理基盤の必要性は感じていた
ものの、具体的にどのような活用をすべき
か、どのような分析が必要かという点まで
は詳細に検討できてはいませんでした。
そこで SOMPO システムズとウルシステ
ムズは、仮説検証を行いながら要件とアー
キテクチャを固めていく“アジャイル開発”
を実施しました。
「ウルシステムズは、私たちの希望や依頼を
正確に理解し、それに上乗せした回答を用
意してくれました。例えば、複雑な権限管理
作業を自動化したことで運用負荷を 10 分
の 1 に低減することができました。自動化
すれば設定ミスなどによるセキュリティリ
スクの発生を回避できますし、浮いた人的リ
ソースを IT 戦略に配分できます」（野口氏）
プロジェクトでは、SOMPO グループ各社が
保有するデータの大きさ（数千万件規模にな
るものもある）から、ストレージには  
Amazon S3、データウェアハウスには  
Amazon Redshift を採用しました。そして 
SOMPO グループに所属する数十名のデー
タサイエンティストが実施する高度分析用
途として、自由に使いたいツールを選ぶこと
ができる Docker 環境を Amazon EC2 上に
用意しデスクトップサービスの Amazon 
WorkSpaces を介して提供することでセキュ
リティを確保しました。今では大規模データ
を相手にモデルをクイックに作って実行で

きる基盤として大いに活用されています。
そして、活用イメージが具体化したことから、
ビジネス現場の担当者によるデータ可視化
／ BI 用途も今回の基盤で実現することにな
りました。ビジネス現場では、これまで扱う
データが限定的で表計算ソフトを使うスキル
も俗人化しがちでしたが、BI ツール Tableau 
を用意し SOMPO グループの DX ¬、 “データ
活用の民主化”が着実に進展しています。
「すでに 1,000 名近いユーザーが Tableau を
用いたデータ活用を実践しており、統合デー
タが手軽に”見える””見せられる”ようになっ
たと好評価です。プロジェクトオーナー部門
としても、AWS を活用したからこそこのよう
な開発方針の軌道修正を柔軟に行い大きな
ビジネスインパクトにつなげられたと思って
います。同時に、柔軟であるがゆえに責任ある
判断が求められることから、プロジェクトメ
ンバーは強い使命感を持って取り組んでお
り、AWS 活用やアジャイル開発は人が育つ環
境でもあると感じています」（長谷川氏）

データの価値をお客さまのもとへ
AI/ML（機械学習）にも注目

今後、SOMPO ホールディングスでは、さら
なるデータ活用に向けて本システムの機能
強化に努める計画です。例えば、Amazon 
SageMaker を利用し、膨大なデータの活用
をより効率化していくことを検討していま
す。また、巨大なデータ活用基盤のコスト最
適化を図るため、Amazon S3 のデータを
直接利用できる Amazon Redshift Spec-
trum の採用も視野に入れています。デー
タの質・量や用途に応じて使い分けること
で、ノード数やロード処理の負担を適正化
していきたいとのことです。
「私たちが保有するデータは、これからビジ
ネスの成長に合わせてどんどん増えていく
ことでしょう。より多くのデータを集めて、
情報の質を高めていきたいとも思っていま
す。そうした膨大で質の高いデータから得
られた知見を活用してグループシナジーを
発揮し、サービス品質の向上や新しい価値
の創出につなげ、お客さまへ還元していき
たい。そのために AWS の活用を促進して
いきたいと考えています」（長谷川氏）

SOMPO ホールディングスは、お客さまの人生に寄り添う「安心・安全・健康のテーマ
パーク」という目標に向けて、全社横断的なデータ活用基盤を構築しました。膨大で
センシティブなデータを取り扱うためのプラットフォームにアマゾン ウェブ サービス
（AWS）を選択。データサイエンティストが自由に使える高度分析基盤からビジネス現
場で活躍する BI 環境まで提供し、商品・サービスの付加価値向上や新規事業の創出
など、グループ全体へデータ活用の枝葉を広げようとしています。

ご利用中の主なサービス
●  Amazon Redshift
●  Amazon EC2
●  Amazon S3
●  Amazon WorkSpaces
●  Amazon RDS
●  AWS Step Functions
●  AWS Systems Manager

ビジネスの課題
● 商品・サービスの付加価値向上と新規
事業の創出

● グループ横断的なデータ活用の促進
● 肥大化していくデータの安全な管理
基盤

AWS を選択した理由
● 肥大化していくデータを管理できる
クラウド基盤

● 圧倒的なセキュリティの機能・アーキテ
クチャ

● 経験豊富な APN パートナーの強力な
サポート

AWS 導入後の効果と今後の展開
● グループ横断的な統合データ管理基盤
を実現

● データサイエンティストへ自由度の
高い高度分析環境を提供

● ビジネス現場向けの BI 環境でデータ
活用を促進

お客様導入事例：保険業
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AWS アドバンスドコンサルティングパートナー

ウルシステムズ株式会社
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コンサルティング会社。Amazon 
RDS および、Amazon Redshift の
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一刻と変化しています。そうした中でお客さ
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SOMPO ホールディングス株式会社　デジタル戦略部 データ統括室 課長　長谷川 智一 氏
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SOMPO ホールディングス株式会社
デジタル戦略部 
データ統括室 課長

長谷川智一 氏

SOMPO システムズ株式会社
アーキテクト部 副部長

野口勝司 氏

カスタマープロフィール

SOMPO ホールディングス株式会社
● 設立： 2010 年 4 月
● 資本金： 1,000 億円
● 従業員数： 323 名（2020 年 3 月末
現在）

● 事業内容：損害保険会社、生命保険会
社その他の保険業法の規定により子会
社等とした会社の経営管理およびこれ
に附帯する業務


